
第 58 期決算公告 令和７年６月27日
北海道沙流郡日高町富川南４丁目５番５号

王子フォレストリー株式会社
代表取締役 荒井 均

貸借対照表の要旨(令和７年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 908,191
固 定 資 産 563,730
合 計 1,471,922

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 343,078
(賞与引当金) (30,458)
固 定 負 債 314,954
株 主 資 本 813,889
資 本 金 20,740
資 本 剰 余 金 5,317
利 益 剰 余 金 787,831
利 益 準 備 金 6,450
その他利益剰余金 781,381
(うち当期純利益) (61,421)
合 計 1,471,922

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
七
年
六
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
七
年
七
月
二
十
四
日

長
崎
県
佐
世
保
市
広
田
三
丁
目
一
三
番
一
九
号

О
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ
は
ま
だ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

濵
田

貴
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
七
年
六
月
二
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
七
年
七
月
二
十
四
日

大
分
市
大
字
森
町
三
五
一
番
地
の
六

有
限
会
社
キ
ン
グ

清
算
人

宮
内
冨
佐
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
七
年
六
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
七
年
七
月
二
十
四
日

鹿
児
島
県
霧
島
市
国
分
重
久
二
七
五
五
番
地
四

有
限
会
社
シ
ャ
ト
ー

清
算
人

福
滿

克
也

解
散
公
告
（
第
一
回
）

当
社
規
約
型
確
定
給
付
企
業
年
金
は
、
令
和
七
年
六
月

二
十
日
厚
生
労
働
大
臣
の
承
認
に
基
づ
き
終
了
し
ま
し
た

の
で
、
当
社
規
約
型
確
定
給
付
企
業
年
金
に
債
権
を
有
す

る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申

し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清

算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
七
年
七
月
二
十
四
日

札
幌
市
白
石
区
本
通
二
十
一
丁
目
南
一
番
一
〇
号

イ
オ
ン
北
海
道
株
式
会
社
確
定
給
付
企
業
年
金

清
算
人

高
草
木
陽
子

解
散
公
告
（
第
一
回
）

当
法
人
は
、
令
和
七
年
六
月
十
二
日
熊
本
地
方
裁
判
所

の
命
令
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す

る
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申

し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清

算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
七
年
七
月
二
十
四
日

熊
本
県
熊
本
市
北
区
植
木
町
大
井
二
三
番
地

宗
教
法
人
眞
宗
寺

清
算
人

弁
護
士

原

彰
宏

連
絡
先

熊
本
県
熊
本
市
中
央
区
紺
屋
今
町
二
番

一
号

Ｗ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
紺
屋
今
町
二

五
階

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
令
和
七
年
六
月
二
十
八
日
開
催
の
集
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る

方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載（
令
和
七
年
七
月
二
十
二
日
）

の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間

内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
七
年
七
月
二
十
四
日

千
葉
県
柏
市
南
柏
一
丁
目
四
番
八
号

高
南
ダ
イ
ア
パ
レ
ス
南
柏
管
理
組
合
法
人

清
算
人

斉
藤

孝

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
令
和
七
年
二
月
七
日
開
催
の
臨
時
社
員
総

会
の
決
議
並
び
に
大
阪
府
知
事
の
認
可
に
よ
り
、
令
和
七

年
六
月
二
十
日
を
も
っ
て
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
を
有
す
る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
七
年
七

月
九
日
）の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

令
和
七
年
七
月
二
十
四
日

大
阪
府
枚
方
市
中
宮
北
町
一
番
一
五
号
枚
方
ク
リ

ニ
ッ
ク
プ
ラ
ザ
二
階
二
〇
二

医
療
法
人
弘
真
会

清
算
人

伊
藤

寛

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
令
和
七
年
一
月
十
日
開
催
の
社
員
総
会
の

決
議
並
び
に
大
阪
府
知
事
の
認
可
に
よ
り
、
令
和
七
年
六

月
二
十
日
を
も
っ
て
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を

有
す
る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
七
年
七
月
二

十
三
日
）の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

令
和
七
年
七
月
二
十
四
日

大
阪
府
茨
木
市
永
代
町
八
番
八
号

医
療
法
人
国
里
整
形
外
科

清
算
人

小
林

綾
子

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
令
和
六
年
五
月
三
十
一
日
開
催
の
社
員
総

会
の
決
議
並
び
に
鳥
取
県
知
事
の
認
可
に
よ
り
、
令
和
七

年
四
月
三
十
日
を
も
っ
て
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当

法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令

和
七
年
七
月
二
十
二
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は

清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
七
年
七
月
二
十
四
日

鳥
取
県
西
伯
郡
大
山
町
安
原
一
〇
五
七
番
地
一

医
療
法
人
社
団
菅
医
院

清
算
人

菅

由
子

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
広
島
県
知
事
の

認
可
を
受
け
て
令
和
七
年
五
月
二
十
六
日
開
催
の
理
事
会

及
び
評
議
員
会
の
議
決
に
よ
り
令
和
七
年
五
月
三
十
一
日

解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
者
は
、
本
公

告
第
一
回
掲
載
（
令
和
七
年
七
月
十
八
日
）
の
翌
日
か
ら

二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し

出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
七
年
七
月
二
十
四
日

広
島
県
東
広
島
市
入
野
中
山
台
三
丁
目
九
番
七
号

学
校
法
人
以
徳
学
園

清
算
人

武
野

公
昭

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
二
〇
二
五
年
六
月
十
三
日
福
島
地
方
裁
判

所
い
わ
き
支
部
の
命
令
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人

に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
二
〇
二

五
年
七
月
二
十
二
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申

し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清

算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

二
〇
二
五
年
七
月
二
十
四
日

登
記
簿
上
の
主
た
る
事
務
所
福
島
県
い
わ
き
市
平

北
白
土
字
愛
谷
町
五
二
番
地

宗
教
法
人
い
わ
き
中
央
教
会

清
算
人

弁
護
士

毛
利

弘
道

申
出
先
福
島
県
い
わ
き
市
中
央
台
飯
野
四
丁
目
二

番
地
の
四
い
わ
き
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

二
階
ひ
ろ
法
律
事
務
所

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
五
年
十
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
解
散

い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、

本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
七
年
七
月
二
十
二
日
）
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
七
年
七
月
二
十
四
日

神
奈
川
県
藤
沢
市
亀
井
野
二
丁
目
一
番
一
一
号
二
Ｆ

医
療
法
人
社
団
海
琉
会

清
算
人

昇

辰
雄

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
六
年
十
月
三
十
一
日
開
催
の
社
員
総

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有

す
る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
七
年
七
月
二
十

二
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

令
和
七
年
七
月
二
十
四
日

岡
山
県
倉
敷
市
八
王
寺
町
二
八
七
番
地

医
療
法
人
す
わ
内
科
皮
ふ
科

清
算
人

諏
訪

和
雄

配
当
公
告

岐
阜
県
下
呂
市
小
坂
町
大
島
一
二
七
一
番
地

破
産
者

サ
ン
リ
ツ
株
式
会
社

右
の
者
に
対
す
る
岐
阜
地
方
裁
判
所
高
山
支
部
令
和
四

年
（
フ
）第
三
五
号
破
産
事
件
の
最
終
配
当
を
行
う
の
で
、

次
の
よ
う
に
公
告
す
る
。

一
、
配
当
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
破
産
債
権
の
総
額

金
五
八
六
、
七
一
八
、
一
八
七
円

一
、
配
当
す
る
こ
と
の
で
き
る
金
額

金
一
六
九
、
八
八
九
、
一
〇
五
円

令
和
七
年
七
月
二
十
四
日

岐
阜
県
高
山
市
昭
和
町
二
丁
目
一
〇
〇
番
地
一
〇

大
久
保
ビ
ル
二
階
Ａ
号
室

清
水
卓
也
法
律
事
務

所

破
産
管
財
人

清
水

卓
也


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